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はじめに 

我が国では、新たな地域医療構想のもと、地域の実情に沿った医療提供体制の再

編および、医療・保健・介護・福祉サービス体制を模索しています。「我が家で最期ま

で暮らしたい」という高齢者の想いをかなえるためには、若い世代が「この町で暮らした

い」と思える地域づくりをしていかなくてはなりません。一方、過疎地の自治体であって

も、幅広い世代や属性をもった住民が交流し、地域課題の解決に取り組み、都市部か

ら人を惹き付けるような動きも少ないですが散見されるようになりました。これからの訪

問看護は、ただ単に医療・介護サービスを提供するだけではなく、各地域で、多様な

人々とつながり、地域を“元気にする”役割も担っています。つまり、これまで以上に、

訪問看護師は、医療や介護の枠を超えて、異業種や多職種と協働し、課題を共有・発

信するためのプレゼンテーション能力や、国際的な視座を持った柔軟な対応力が求

められています。 

そこで、今回当財団は、これからの多様化・国際化社会を見据え、訪問看護師が地

域の中核人材として活躍できる人材育成プログラムを考案しました。これまでの海外視

察研修とは違い、研修生が訪問看護活動をわかりやすくプレゼンテーションする力を

身につけ、主体的に企画・運営に携わり、海外という異文化の場でも多業種、多世代

とつながる機会をもてるプログラムです。日本の多業種の企業や自治体とも知り合うこ

とが可能です。研修修了後には、自事業所がある地域に戻り、新たな活動の創出へと

つなげられる人材ネットワークの構築活動も視野に入れています。 

今後、受講した若手の訪問看護師が地域医療の未来を支える訪問看護の中核人

材として、各地でその力を発揮していくことを心より期待しています。 

最後に、シャミナード大学教授の Daniel Weiss先生、Nagomi Foster Homes

三浦佳代子様、通訳者として同行頂いた早野真佐子先生（東京保健医療大学国

際交流プログラムアドバイザイー）をはじめとする、関係者の皆様に御礼を申

し上げます。 

公益財団法人 日本訪問看護財団 

常務理事 平原優美  
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1. プロジェクト概要 

1) テーマ：日本初の教育プログラム！海外での体験を通して、コミュニティで活躍できる訪問看

護になる 

2) プロジェクトの目的： 

◼ 海外での視察やホノルルフェスティバルでのブースでのプレゼンや交流を通して、今後の

地域のコミュニティで活躍できる訪問看護師を育成する 

◼ 今後の地域医療、地域の訪問看護を担う中核人材となるような若手訪問看護師のネットワ

ークを構築する 

◼ ブース出展により広く訪問看護を知ってもらう 

 

3) 研修生: 全国から選ばれた訪問看護ステーションに所属する看護師 10名 

  氏 名 所 属 

1 河西 真理子 あすか山訪問看護ステーション 

2 林 聖奈 だいもん訪問看護ステーション 

3 井手 佳菜 MEIN HAUS 訪問看護ステーション 

4 高田 雄貴 ケアプロ訪問看護ステーション東京 

5 ロメーロ 麻衣 訪問看護ステーション にこにこ 

6 荒木 美穂 楓庵訪問看護・リハビリステーション 

7 冨田 のりこ 訪問看護ステーション駿河 

8 根岸 由依 すみれ訪問看護ステーション 

9 朝倉 之基 Five Star 訪問看護・栄養管理 Station 

10 小口 妃小江 訪問看護スマイルナーシング名城 

 

他、ハワイ研修での通訳および英語プレゼンテーションの講師として、早野真佐子先生(医療福祉

ジャーナリスト/東京医療保健大学国際交流プログラムアドバイザー)に参画頂いた。 
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4) プロジェクトの構成 

(1) ワークショップ 

ワークショップは合計４回開催 

(2) グループワーク 

① 英語のプレゼンテーションの構成を５人ずつのグループにわかれ検討するグルー

プワークを実施 

② ホノルルフェスティバルでの展示の企画を考えるグループワークを実施 

(3) 他 slack 使い方、字幕の入れ方などの説明会を開催 

① オンラインでの研修生同士の交流をはかるために日々のコミュニケーションや連絡

は Slack を活用した。その Slack の使い方の説明会をオンラインで開催した 

② 英語プレゼンテーションは各自動画を作成し、ホノルルフェスティバルのブースで

投影した 

(4) 個別プレゼンテーション練習 

早野先生とともに、全員がマンツーマンでプレゼンテーション練習を行った。 

(5) ハワイ研修 

① シャミナード大学見学 

② Nagomi Foster Homes 見学 

③ ホノルルフェスティバルでのブース展示 

(6) 報告会 

帰国後、推薦者の管理者等も交えた報告会をオンラインで開催した 

(7) その他 

在宅ケア会社（Ho’okele Navigators, LLC）とのオンラインプレゼンテーション 
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2. ワークショップ 

1) ワークショップの概要 

ワークショップは渡航前に 4 回開催した。内容は、英語でのプレゼンテーションの練習やホノル

ルフェスティバルブース展示の企画、ハワイ研修の準備などを行った。研修生は、全国各地の訪問

看護ステーションに勤務していることから、時間的・地理的な制約を考慮し、全 4 回とも 18 時から

20 時まで Zoom を活用したオンライン形式で開催した。以下に各回の概要を示す。 

 

2) ワークショップ内容 

【第 1 回】 

ワークショップの開始にあたり、当財団常務理事平原より、海外研修プロジェクトの開催に際し、

「プレゼンテーションの方法を学び、海外や国内のさまざまな方々とコミュニケーションをとり、今後

の地域での活躍に活かしてほしい」と、本プロジェクトの目標と意義を改めて説明した。 

続いて、当財団事務局と株式会社 JTB より、研修全体の流れやホノルルフェスティバルの概

要、渡航に関する手続きについて説明を行った。また、情報共有や研修生間の交流に使用するツ

ール（Slack）の利用方法についても紹介した。 

研修生による自己紹介では、氏名・所属、訪問看護ステーションでの役割、なぜこのプロジェクト

に申し込んだのか、プロジェクトを通して何を学びたいかなどについて語られ、多様な経験を持つ

訪問看護師とのつながりが生まれる機会となった。 

 

【第 2 回】  

第 2 回目のワークショップでは、はじめに、研修生全員が日本語でプレゼンテーションを行っ

た。発表は、事前課題として提示されていたテーマ（日本の訪問看護制度の概要、事業所概要、

利用者の特徴、訪問看護の実際）に沿って、PowerPoint を用いて行われた。研修生にとっては、

自身および他の研修生のプレゼンテーションを通じて、プレゼンテーションを聞く対象者の特性に

開催回 実施日 主な内容 

第 1 回 2024/11/14 
事業・ワークショップの概要説明／渡航に関する手続き／ 

Slack の紹介／自己紹介 

第 2 回 2024/12/23 
日本語プレゼンテーション／ 

英語プレゼンテーションに関する講義 

第 3 回 2025/1/28 英語でのプレゼンテーションの練習／ブース展示企画 

第 4 回 2025/2/20 
出発前準備について／ハワイ研修で学びたいことの発表／ 

ブース展示最終確認 
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応じた内容に修正を加えるとともに、日本の人口動態や制度の伝え方、画像の効果的な活用方法

など、全体の構成を見直す機会となった。 

続いて、早野先生より、英語によるプレゼンテーションに関する講義を実施した。講義では、研

修生の発表内容を踏まえながら、アメリカにおける在宅ケア・訪問看護に関する基礎知識や、英文

スライド作成のポイントなどについて、わかりやすくご教示いただいた。また、単なる翻訳ではなく、

「声に出して何度も読み込み、伝えたいという想いで語ってほしい」といった視点が示された。 

 

【第 3 回】  

はじめに、当財団事務局より、改めて、本プログラムのねらいを示し、「英語でプレゼンテーション

が完璧にできるというよりは、帰国後に地域の人を巻き込んだ企画を行うためのプレゼンテーション

力と発信力を高めること」等の重要性について、研修生全員で再確認した。 

次に、英語でのプレゼンテーションについて、ブレイクアウトルームで早野先生から個別指導が

あった。英語でのプレゼンテーションでは、特に発音や表現についてご助言いただき、「完璧な英

語」よりも「伝わる英語」を意識することができるようになった。それと同時に、メインルームでは研修

生主導で、ブース展示の内容についての話し合いを行った。話し合いでは、訪問看護師の疑似体

験、研修生全員で同じスクラブを着る、折り紙で一緒に鶴・風船など作る等のアイデアが出された。 

 

【第 4 回】 

ワークショップの最終回となる第 4 回目では、出発に向けた事務手続きや持ち物、現地での行

動スケジュールなどを確認するとともに、研修生一人ひとりがハワイ研修で学びたいことを発表・共

有した。それぞれの発表では、「施設見学等を通して医療制度や文化等の違いを理解したい」な

ど、制度・文化・看護観の違いに対する関心の高さがうかがえ、全員が目的意識を持って渡航に臨

む姿勢が整った。また、ブース展示の最終確認では、展示内容や役割分担を明確にし、チームと

しての一体感が高まった。 

 

3) 研修生のワークショップでの学び 

私は今回の研修は海外に日本の訪問看護をプレゼンテーションするという趣旨に惹かれて応募

した。ワークショップでは 3 点の学びがあった。まず 1 つ目の学びは、日本の他の訪問看護ステー

ションのメンバーとディスカッションすることでお互いの強みと訪問看護の展開の多様さ感じることが

できたことである。例えば、栄養に特化したステーションや看護小規模多機能型居宅介護(看多機)

やデイサービスを併設しているステーション、専門看護師や認定看護師が主導で活躍しているステ

ーションなど様々な特徴があり、そこでそれぞれが目的をもって関わっていることがあった。次に、

アメリカでの医療・介護の事例をスーパーバイザーの早野先生から伺うことで、日本の訪問看護が

より long-term-care に特化しているということを理解することができた。その情報をもとに財団の資

料を見返すことにより、少子高齢化社会に対する訪問看護での施策についての理解が深まり、例

えば新卒教育や大規模ステーションの運営などの自身の現在の仕事の意味を考えることができ
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た。最後に、管理者や経営者なども多く、そのメンバーで横のつながりでディスカッションすることに

より、どのメンバーもリーダーシップやメンバーシップが図れるため、建設的な話し合いが出来てい

ると感じた。営利法人として活動しているステーションも多く、本来であれば近場で話し合えればよ

い内容も隔絶される現状を目の当たりにしているため、このような取り組みの中で点在しているステ

ーションの知見を損得なしで共有していけることが非常に重要であると感じた。 

以上のことから、同じ目的を持った仲間でマクロな現状を学び合い、ミクロな視点でお互いの実践

や取り組みについてシェアしてお互いの知見を拡げていき、今後の連携に繋げていくということは

訪問看護の発展に必要であると感じた。                               (高田雄貴) 

 

 

 

 

 

 

  

図表 1: ワークショップの様子 
図表 2: 早野先生からの 

      マンツーマンのプレゼンテーション指導 

図表 3: 早野先生プレゼンテーション講義の様子 

図表 4: ブース展示企画に 

おける話合いの様子 
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3. ハワイ研修 

1) 行程表 

月日 地名 時間 行程 

3/6(木) 

東京発 18:00 空路ホノルルへ  

ホノルル着 9:00 空港より宿泊ホテルへ 

ホノルル 18:00 夕食  

3/7(金) ホノルル 

10:00～12:00 シャミナード大学にてアメリカにおける 

緩和ケアの講義 

午後 ホノルルフェスティバル展示準備 

(ハワイコンベンションセンター) 

19:00 フレンドシップパーティ 

3/8(土) ホノルル 

10:00～ 高齢者施設見学 

(Nagomi Foster Homes) 

ホノルルフェスティバル 

ブース展示 

(ハワイコンベンションセンター) 

～18:00 ホノルルフェスティバル ブース展示 

3/9(日) ホノルル 

10:00～ 高齢者施設見学 

(Nagomi Foster Homes) 

ホノルルフェスティバル 

ブース展示 

(ハワイコンベンションセンター) 

～15:00 ホノルルフェスティバル ブース展示 

16:00～ パレード、花火 

3/10(月) ホノルル発 9:00 頃 ホテル発。空港へ。 

3/11(火) 東京着 15:55 (日付変更線通過) 

 

  

A グループ 

B グループ 

B グループ 

A グループ 
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2) シャミナード大学 

(1) 大学の概要 

ハワイ州で唯一のカトリック大学で

あり、米国に 3 校あるマリアニスト系

高等教育機関の 1 つ。美術と人文

科学、科学と数学、行動科学、ビジ

ネスとコミュニケーション、教育、看護

の 25 を超える学部および大学院の

学部・学科がある。オアフ島の国際

都市ホノルルに位置し、ハワイ、米国

本土、太平洋地域などから多様な学

生が集まっている。看護学部は、地

域社会の医療ニーズに応えるため、

2010 年に開設された。さらに、2022

年には、既に学士号を取得している

学生や単位を履修した学生を対象と

した、5 学期(通常は 8 学期)で修了可能な看護学士課程（Accelerated BSN Program）

を開始している。看護学部は、地域社会との連携を重視しており、ハワイ州内の 24 以

上の医療機関、地域医療センター、老人ホーム等の介護福祉施設や透析センターと提

携し、学生に多様な臨床経験を提供している。MINORS(副専攻)に Palliative Care があ

るのはハワイ州でこの大学だけである。 

(2) Weiss 先生経歴 

 

 

 

Dan Weiss 教授は、長年、米国のホスピス・緩和ケアの看護師、看護教育者として活躍

されている。Weiss 教授は、カリフォルニア州サンディエゴ地域のシャープ・ホスピス・緩

和ケアで緩和ケア・ホスピス看護師として 24 年の臨床経験を持つ。2015 年より、カリフ

ォルニア州立大学サンマルコス校で 7 年間、シャミナード大学ホノルル校で 3 年間、看

Adjunct Faculty & Palliative Care Specialist School of Nursing & Health Professions 

Chaminade University of Honolulu 

Daniel J. Weiss 教授  DNP, RN, CHPN 

図表 5: シャミナード大学の前で Weiss教授と参加者 
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護学部生への緩和ケア看護と End of Life Nursing Education Consortium（ELNEC）カリ

キュラム講師、非常勤看護教員および緩和ケア・コーディネーターを務める。シャミナー

ド大学では緩和ケア看護教育を主管し、ELNEC の Undergraduate/New Graduate オン

ラインコースを内科外科看護科目に取り入れ、ELNEC コースの講義、ELNEC 

Graduate オンラインコースを DNP プログラム(Doctor of Nursing Practice: 高度実践看

護師養成のための博士課程)に導入した。また、シャミナード大学において緩和ケアを

副専攻できる課程を中心となって設立した。さらに、緩和ケア新課程における 3 単位の

5 選択科目（4 講義科目と 1 臨床科目）の主任講師と科目コーディネーターも務めてい

る。また、シャミナード大学でオンラインで教鞭をとる一方、2025 年 7 月より、サンディエ

ゴ郡北部にあるエリザベス・ホスピスにて看護師ケースマネージャーにも就任される。S 

(3) 講義について 

Weiss 教授からの講義では、緩和ケア

とエンド・オブ・ライフケアをテーマに、

緩和ケアの定義、目的、メリット、ガイド

ライン、ハワイにおける緩和ケアの実

際、在宅ケアを含めたホスピスケア、メ

ディケアにおけるホスピスケア、緩和ケ

アとホスピスケアの比較、アドバンスト・

ケア・プランニング、事前の意思表明に

ついて、事前指示書（アドバンス・ヘル

スケア・ディレクティブ）と Provider 

Orders for Life-Sustaining Treatment (POLST)（延命治療に関する医師指示書）につい

て講義を頂いた。 

 

 

 

 

 

図表 6: Daniel J. Weiss 教授の講義の様子 

図表 7: シャミナード大学 Weiss教授講義資料（一部抜粋） 
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●End-of-Life Nursing Education Consortium (ELNEC) FACT SHEET 

https://www.aacnnursing.org/Portals/0/PDFs/ELNEC/ELNEC-Fact-Sheet.pdf 

(4) シャミナード大学見学 

シミュレーションセンターにて、専属のエンジニアとともに実際の授業でのシミュレーショ

ン演習の様子について説明をうけ、シミュレーションを使用した演習について体験でき

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 

図表 8: シャミナード大学、シミュレーションセンター見学の様子 

https://www.aacnnursing.org/Portals/0/PDFs/ELNEC/ELNEC-Fact-Sheet.pdf
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(5) シャミナード大学での研修生の学び 

校内実習について様々な現場のシミュレーションを実際の臨床の場面に即した、緊張感の中で

行い、振り返ることで実践力が身に付きやすく、自信が持てる学習内容だと思った。緊急の救命に

立ち会うことはあるが、急な出産に立ち会う現場を想像したことがなかったので、医療従事者として

様々な場面を事前にシミュレーションをしておくことで、多様な状況に安全に対応できるようになり

日頃からの学びとして重要だと感じた。 

 ハワイで低所得の方の割合が多いことに驚いたが、低所得の方でもほとんどの人が在宅でホスピ

スケアを受けられる環境が素晴らしいと感じた。在宅ケアチームの中でもボランティアの助けが大き

い存在なのではと思う。ボランティアを行うという事の考え方が、宗教や文化的な考え方に基づき、

日本とは全く違うのであると感じた。 

 宗教的な側面、文化的な側面、チャプレンの取り組みなど精神的な面でケアをして行くことが日

本と比べて多いと感じた。その中でも遺族に対し、ビリーブメントケアを一年間行うことに感銘を受

けた。利用者さんが亡くなった後の関りについて所属事業所では、ご本人様とご家族に挨拶ができ

れば伺い、挨拶できない場合もある。毎日訪問をしていた利用者さんのご自宅に、利用者さんが亡

くなった次の日から行かなくなるという環境に違和感があり、いつまでもご家族の事を気にかけてい

る状態もあった。日々の訪問看護では、日常的に家族の状態も考え関わり方やケアを捉えていく

のにも関わらず、死を迎えた後の一番辛いご家族の状況に寄り添っていなかったと思う。ケアとし

て、グリーフケアが一般的になるよう学んでいきたい。「あなたにとって一番大切にしている事」を確

認するのは重要だと思った。                                         (ロメーロ 麻衣) 

大学講義ではアメリカでのアドバンスケアプランニングについて学んだ。アメリカでは、ACP は広

く普及しており、制度化されている。多くの医療機関で、患者との話し合いが推奨され、患者が自

分の希望を文書で残すことが一般的である。例えば、「リビングウィル」や「代理意思決定」の法律

があり、患者が自分の意思を事前に記録しておくことができる仕組みがあることを学んだ。また、

「Orders for Life-Sustaining Treatment (POLST)」や「アドバンス・ダイレクティブ（Advance 

Directive）」と呼ばれる文書も広く利用されており、患者の治療希望を記録し、医師や家族と共有

できるようになっていた。この文書は高齢者だけでなく若年者も多く記載していた。書き換えること

は可能で、医療機関に登録し医療従事者と共有できるようになっていた。日本では、意思決定に

対して、まだ文化的背景や医療現場での習慣が影響して浸透していない部分があると感じた。 

                                                         (井手 佳菜) 



11 

 

講義の内容は訪問看護が大切にしている緩和ケアの概念と大きく変わらないと感じた。日本で

は緩和ケアに関する学会や研修（ELNEC など）において、参加者は病院関係者が多く、緩和ケア

の考え方が在宅と異なる部分が大きいと日々感じている。痛みを取ることは大前提だがその考え方

が薬剤中心でアプローチの仕方にも制限があり、緩和ケアの考え方にも偏りがあると感じている。

在宅では家の中という環境や人とのつながりや社会とのつながり、本人の過ごしたい日々に寄り添

うことができるため緩和ケアのアプローチも様々である。日本では在宅と病院における緩和ケアの

目標の違いに対して、もどかしさがあったが、講義の内容からアメリカではそうでないとわかった。日

本の緩和ケアの多くが病院を中心に考えられていることに課題を感じたが、在宅からも緩和ケアに

ついて発信し続け、質の高い緩和ケアを常に目指していくとともに、今後も海外の緩和ケアに触れ

る機会を持ちたいと思う。                                             (河西 真理子) 

 講義の中で最も印象的だったのは ACP が日本よりも日常的に実施されており、自分の意思を記

した書類は法的に有効になるということであった。ACP は、重症な病気を抱えていなくても平常時

から取り組むことが重要であるが、日本の臨床では、最期を意識する状態や、今後自分の意思表

示ができなくなることが予想される場合に医療者の勧めで開始するものであった。実際に ACP の

実施をする際には、すでに意思表示が曖昧になっていることや、ACP の話をすること自体がナイー

ブなものであり、誰がいつ開始するかが問題になるという状況になることがある。また、以前経験し

た事例として、神経難病の方について、意思表示ができる段階で、食事ができなくなった場合でも

胃ろう造設はしたくないと ACP を実施し、書類に記載していた。経口摂取ができなくなり、意思表

示が困難となった際に、ACP の書類には胃ろう造設はしたくないと表記されていたが、家族がまだ

生きていてほしいとの思いで最終的には胃ろうが造設されたということがあった。入院されたため、

その後の経過は不明だが、自分の意思表示とは反対の結果になったことに疑問を感じていた。こ

のケースのように、本人より家族の意思が最終的に優先されるという場面に度々遭遇した。講義の

中では自分の意思と違う選択にならないように、家族間で何度も相談して書類を作成し、ACP の書

類が法的に有効なものとして扱われるということであった。法的にも確実に本人の意思が守られて

いることに衝撃を受けた。 

 また生命維持のための医師、ナースプラクティショナー(NP)の指示書である POLST の存在も初

めて知った。POLST とは、予後 1 年ほどの人に対して作成され、3 段階に分けて緊急時に希望す

る治療や処置に対する意思を予め表示しておくものであった。POLST があれば、都度主治医に確

認することなく、スムーズに対応ができる。個人の意思が重要というアメリカの文化を実感するととも

に、個人の人生が思い通りに進められるように様々な書類を準備しておく必要があることを学んだ。 

                                                                   (荒木 美穂) 
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シミュレーション研修室を見学して、訪問看護師の教育に取り入れる必要を感じた。なぜなら、訪

問看護の経験のない看護師は、自宅でどのように技術を活かしたり、声掛けをしたいいのかという

ことに不安感を抱くことが多いと感じているように見えるからだ。特に ACP の場面などは、声掛けや

安心できる関わりなど前もって練習できていると、質の高い支援ができるだけでなく、関わるスタッフ

の安心感にもつながると感じた。 

 また、経験の違いによるフィジカルアセスメントの偏りをなくすためにも、モデルやシミュレーション

の活用は重要と考えた。モデル人形などを購入するには、金銭的に困難であるが、東京都福祉保

健局の取り組みである在宅療養訪問看護シミュレーション研修事業のような補助があると知った。

新任看護師が長く安心して活躍できるよう、それら事業を活用することも視野に入れていきたい。 

 緩和ケアの講義において、ホスピスケアは余命半年の方は保険適応で支援ができ、支援チーム

が病院や施設、自宅に訪問して支援をするということを知りました。日本では、ホスピスケアでは、

訪問看護ステーションの看護師が訪問して支援を行う。日本の訪問看護のメリットとしては、顔の知

った関係の看護師が支援できるということだが、デメリットとしては、その看護師や訪問看護ステー

ションの力量で受けられる支援に差が生まれてしまうことだと感じている。そのため、ホスピスケアの

質の統一が重要で、自訪問看護ステーションでは ELNEC-J の受講を進めていこうと考えている。 

                                                                   (根岸 由依) 

 今回講義を受けて、アメリカと日本の保険制度の違い・緩和ケア・ホスピスの在り方などが理解で

きた。講義の中で、緩和ケアを受けると、再入院率を 48％下げ、１日のコストは 28％下がり、緊急

ケアは 35％減ると聞いた。最期を迎える人に対し、寄り添うことが、心の支えに大きく関わることを

改めて実感し、寄り添うことが重要であることは世界共通であると再認識した。メディケア、メディケイ

ド（低所得者対象保険）でもホスピスケアを受けることができる。ハワイでも、最期を安楽・安心して

迎える環境の提供がされていると感じた。また、法的効力のあるアドバンス・ケア・プランニングに伴

い、療養者の価値観の提示と「あなたにとって重要なことがなんですか」と問うことが大切であること

は日本のケアにおいても忘れてはいけないと思った。また、ホスピスケアチームが、「チーム」として

動くことで重要であり、アメリカの緩和医療を支えていると強く感じた。           (小口 妃小江) 

見学では、日本の看護大学との教育における大きな違いが理解できた。臨床に近い学習として

シミュレーションセンターの見学をした時に、日本の医師・看護師が卒後に受けている教育を看護

学生が学んでいるということを実感した。また、教育に費やすリソースも豊富で、シュミレーター専任

のインストラクターを準備し高度なトレーニングを実践していることが理解できた。講義では、チャプ

レンが精神的なケアも担っており、日本にはない文化で新鮮であった。宗教的な背景もケアをする
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上では配慮する必要があり、日本にはそういった部分の配慮にはまだまだ課題があると感じた。メ

ディケアという低所得層を守るシステムについても理解できた。医療制度の受給対象であれば、病

院と在宅はシームレスにつながっていると感じた。シャミナード大学での体験は看護師の基礎教育

のレベルの高さと国外の医療制度の違いから今後の日本の看護教育と医療制度のあり方をどのよ

うに考えた方が良いかを学ぶことができた。                                (朝倉 之基) 

日本と比べて、大学での実習やシミュレーションなど学習・教育環境が臨床に出てもすぐに対応

でき、働けるように徹底して考えられており驚いた。日本の学生も、同様の環境で勉強が出来たな

ら、入職後の研修や臨床に対する心理的な負担が減るのではと思った。 

 講義では緩和ケア等のハワイでの取り組みを学び、意思表示のシステムについて、わかりやすく

統一している印象を受けました。当事業所でもターミナルケアにおいて適切な時期をみて ACP を

しているが、事前に終末期の意思表示の内容について確認はするものの、医師とは情報を共有す

るだけで、本人とキーパーソン一人のサインをもらうに留まっている。意思確認の項目も最低限であ

り、改善の余地があると思った。終末期や緩和ケアにおいて、スピリチュアルケアと言葉では何度も

学ぶことがあったが、チャプレンを今回初めて知り、実際にチャプレンがどのようにスピリチュアルケ

アや精神的ケアをしているのか深く学びたいと思った。講義で先生が「あなたにとって重要なことは

なんですか」という質問が大切と言われていたが、改めて訪問看護において自分の考えによる正し

さや価値観を押し付けていないだろうかと考えさせられた。                     (冨田 のりこ) 

日本の ACP において本人の意思確認は行うが、日本の文化・風土の傾向として家族などの意

見が優先されがちだと感じる。先生の講義で、ACP の文書に法的な効力があることや POLST があ

れば、緊急時でも救助者に希望通りに処置してもらえると聞いて、日本では本人の意思が最優先

されていないことが多いもどかしさを感じた。射水市では「いのちのバトン」という救急医療情報キッ

トを利用している人もいるが、それはあくまでも持病や既往歴、内服薬の情報提供のみである。迅

速で適切な処置のためのツールも大切だが、本人の意思を尊重した暮らしを実現するためにはど

うしたらよいか、国民性や制度の違いもあると思うが、もう少し日本でも本当の意味での ACP が尊

重され広まってほしい。自訪問看護ステーションはがん終末期の利用者が多いため、ACP がさら

に身近なものとなり、実施する機会を逃さないように関わっていきたい。また、チャプレンという聖職

者の存在を初めて知った。信仰のある人にとっては、病気の時や死に直面した時に聖職者が傾聴

し教えを説いてくれたらどんなに救われるだろうと想像する。日本では、宗教の話をすること自体が

タブーだと感じることがある。宗教でもそうでなくても心の内をさらけ出し、思いを表出できる相手や

場があれば良いなと思う。学内の実習室を見学させてもらい、シミュレーター人形など実習機材が
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たくさん揃えてあった。日本でも学生同士で患者役と看護師役に分かれてコミュニケーションを学

んだり、実際に病院で看護師の役割について学んだりするが、就職後すぐに一人前の看護師とし

て働くのは難しい。各病院に沿った研修を受けて、時間をかけて自立している。シャミナード大学

の様に安全な環境で難しい実習ができることは学生にとって大きな学びに繋がり、教育レベルの高

さを感じた。                                                         (林 聖奈) 
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3) Nagomi Foster Home 

Nagomi Foster Home 

URL:https://www.nagomi-fosterhomes.org/facilities 

(1) 施設の概要 

Nagomi Foster Home は、ホスピス・緩和ケア認定看護師（CHPN）である三浦佳代子さんが運営

するホスピス患者のための非営利団体の介護ホーム(Foster Home :寄付により運営を行う介護福

祉施設)になる。現在、三浦さんは、視察させて頂いたホームを含め、3 か所を運営されている。 

Nagomi Foster Home はミッションとして、「最期の日々を心穏やかに、安心して過ごしていただく

ために、介護のみならず、心のケアも重視し、自宅で過ごすかのように、患者さんが自分らしい生

活を送れるよう全力でサポートします」を掲げている。 

今回の視察先は、三浦さんがホスピスケアを実践される中で、患者さんが最後の日々を安心し

て迎えられる施設の少ない現実にぶつかり、「家族がいない、あるいは自宅で看取ることができな

い終末期患者に安住の地」として、自宅に併設する形で Foster Home を設立されたものである。

Foster Home という形態であり、寄付で運営され、利用者の費用は無償で提供している。この施設

では、疼痛の緩和や精神的、スピリチュアルな支援などを含めた終末期の緩和ケアの提供を専門

としている。言語は、日本語・英語の両方に対応可能で、入居者は日本人、日系人を対象としてい

る。施設は全体で、3～5 人まで入居が可能で、室内はバリアフリーとなっている。個室、2 人部屋

があり、各部屋にベッドやポータブルトイレ、クローゼットなどの家具が付いている。他、食事を摂る

ためのダイニング、利用者の交流のためのリビングがある。 

日中はボランティア、ナースエイド（看護助手）等が食事や清潔ケア、排泄などの入居者への介

護支援を行っている。三浦さん自身は、外部の会社で在宅ホスピスケア（終末期の方を対象とした

訪問看護）を提供し、そこで得た報酬もこの施設の運営費となっている。 

建物が高台にあることから、見晴らしがよく、広いベランダからは遠く先に広がる海、右奥にはダ

イアモンドヘッドまで見える。ベランダには、ソファやブランコがあり、談話できるスペースになってい

る。ベランダからの眺望やベランダに出て、外の空気や風を感じられることも入居者の心を癒す緩

和ケアの一つとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 9: Nagomi Foster Home 見学の様子 
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(2) 視察の概要 

 今回は 2 つのグループにわかれ、2 日間にわけて視察した。最初に施設の説明を受け、研修生

が自訪問看護ステーションについての紹介と自己紹介を行い、三浦さんに質問する形で、ディスカ

ッション、意見交換を行った。施設での緩和ケアの実践だけではなく、三浦さん自身が、在宅で療

養している終末期の方を訪問し、ホスピスケアを実践されていることから、施設に関することだけで

なく、終末期ケアについて幅広く意見交換することができた。 

 

(3) ディスカッションの主なテーマ 

・アメリカの保険制度と課題 

・ハワイでの看取りの実際 

・尊厳死・安楽死について 

・看護師のメンタルケアについて 

・小児の終末期における病名及び予後の告知について 

・在宅医療のおける医師と看護師の連携           等 

 

(4) 視察での学び 

A グループ （3 月８日に訪問） 

ハワイでは住民同士のつながりや地域コミュニティの絆が強い。また多様な

人々が住んでおり文化や宗教的な背景もさまざまである。こうした多分化共生

の環境では他者への支援や奉仕活動が自然な行動として根付いており、ボランティア活動が盛ん

である。特に看護学生は病院などで休日にナースエイドとしてボランティアを行うことが多い。 

ハワイは観光地として非常に人気があり、土地が限られているため、住宅価格や家賃が非常に

高い。これにより、低所得者層や一部の中流階級の人が住む場所を確保するのが難しく、結果とし

てホームレスが増えている。また精神的な健康問題を抱えても入院先が少なかったり日本と比べて

平均在院日数短いアメリカでは早期退院を進められさらに精神状態が悪化し働くことが困難になる

こともホームレスが多い原因である。 

Nagomi Foster Home は日本人スタッフが運営している非営利団体である。施設入所の対象者

はターミナル期にある患者でホスピス病院に入院できないホームレスである。運営費用は寄付で賄

っており患者負担はない。ホーム内は一般的な一軒家で、キッチンやリビングダイニング、居室が

あり、病院のような医療物品は見当たらなかった。病院ではなく、自宅として場所を提供しているの

図表 10: Nagomi Foster Home 
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がよくわかった。最期の療養場所として、景色のいい立地の一軒家で介護や医療を受けながら過

ごすことができる。身寄りのない場合が多いホームレスにとって最善の場所である。  （井手佳菜） 

なごみホームでは実際に自宅を利活用して施設的な役割を果たしている現場を見学することが

できた。医療や看護・介護という概念よりもそこに住む人たちの生活をどうするかというところに力を

入れているのだろうと感じた。今回見学させていただいたなごみホームではまさに大きな自宅でそ

こで生活する利用者がいてという環境であったので日本でいうグループホームのような印象だっ

た。 

 ここで一番驚いたことは、身寄りのない日本人が亡くなった後に対応ができない状況であるという

ことであった。日本でもそういったケースは見られるが、行政が最終的には対応するというケースの

経験がほとんどだったのでハワイでいうと領事館がそれにあたるのか相談してみたら解決できるか

もしれないということを共有できた。アメリカのナースの賃金はとても高いが、看護を受けるにはそれ

なりの収入がないと受けられないという現象が起きているそうである。看護の地位が高まると賃金が

上がりサービスが行き届かなくなる。この構造が日本の看護師の低賃金につながっていることだろ

うということが予想できた。                                       （朝倉之基） 

アメリカではボランティア活動が浸透しており、自宅での傾聴ボランティアもあると聞きました。今

の日本ではボランティアや寄付をする習慣が少なく、自分は自分、人は人と個人主義で自分さえ

良ければいいという空気を感じた。様々な社会問題に目を背けずに課題に取り組んでいくことは、

自分の生活、仕事や心に余裕がなければできることではないと思われる。しかし、自分の余裕のあ

る時にできる小さいことでも社会や地域に貢献できる活動ができたら、住みやすい地域が作ってい

くことができる。私は三保の海岸清掃ボランティアや駅周辺の清掃ボランティアに参加したことは何

度もあるが、参加するための早起きや時間を作っての準備などは大変ですが、参加した後の綺麗

になった海岸や道路を見ると気持ちよくなり自己効力感も感じることができる。自分にできることに

限りはありますが、できる範囲で関わっていく方へ困難な状況にあれば流さず解決方法を模索して

いけるようにしていきたい。そして、社会福祉や制度においては、本当に必要な人に必要な支援が

適切に受けられるようにしていく、ただそれだけを実現することの難しさも感じた。  （富田のり子） 

精神疾患がベースにあり、受診できないなどで適切な治療を受けることができず、薬物を使用す

ることになりホームレスになるという状況に驚いた。様々な問題を抱え最終的に薬物に頼るしかない

のも問題だが、薬物が簡単に手に入る状況は、さらに問題であると感じた。低所得であろうホーム

レスの方たちが、薬物を購入し使用し続けられる環境があるのだと思う。 

 海外での日本人の療養状況について、実際の現場の状況を知ることができとても新鮮であった。

近年、日本人が世界各地への移住の話を聞くことが多いが、それぞれの地域で異なった問題があ

ると思う。移住し言語が十分に理解できなかったり、文化に溶け込めなかったりなどで孤立し、助け

を求められる人が近くにいない状況は、様々な国で起こっているのだと思う。医療従事者として、同

じ立場になった場合、困っている日本人を支えることができるのかと考えた。異国でサポートできる

環境を作り上げた、行動力と考え方に感銘を受けた。施設が高額で入れないのは、日本でも家庭
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の状況ではあることだが、ほとんどの人が高額すぎて入れないのは驚いた。Nagomi Foster Home

の運営について、寄付の額が大きいと知り、ここでもアメリカのボランティア精神、チャリティの精神

の違いを感じた。                                       （ロメーロ麻衣） 

 

B グループ（3 月 9 日に訪問） 

米国では常にお金の問題が付きまとい、治療を諦めなければいけない人が多いと知った。高額

な治療費が原因で諦めなければならない命がどれだけあるのか。最近、日本では高額療養費の引

き上げが問題となっている。せっかく日本の皆保険制度は当たり前ではなく、安心して治療やケア

を受けることが出来る素晴らしい仕組みであることを感じることが出来たのに、引き上げが決まれば

日本も米国のようになりかねない。これからも助かる命が平等であり、高額な治療費で治療を諦め

ることがない世界であってほしい。 

また、看護師が人工呼吸器を外すことが出来るという話を聞いた。仕事だと思ってもなかなか割

り切れることではない。でも、本人が望まない治療の場合や途中で意思が変わることだってある。人

工呼吸器が繋がれている姿を見ている家族にとっては、継続していることの方が辛いこともあるだ

ろう。始めてしまったら終えることは難しいことであるため、安易に判断をしないよう医療者側からの

情報提供がきちんとなされるべきだ。 

自分の心のケアについて尋ねた時に「カウンセリングが良かった。悲しくても大丈夫という気持ち

を持つことが出来る。」と言われた。悲しみを引きずってはいけないと思っていたが、ふっと心が楽

になった。自分の心身も大切にしつつ、真摯に向き合っていきたい。            （林 聖奈） 

施設経営は簡単ではなくホスピス看護師として出稼ぎにいくことで施設経営を支えている。それ

ほどアメリカは看護師の地位が高くサラリーが良いこと、ケアギバーはアメリカ人でなくアジア人を雇

用しており真面目でよく働いてくれることなど伺い、日本人が営むナーシングホームの魅力にもつ

ながっていると感じた。 

 現場の話では利用者が自分で自殺を選択できるように薬剤を持っている話に驚いた。その選択

までも本人の意思が尊重されており、実際に自殺を選択する利用者が多くいる中でその薬剤を持

っていることにより一種の安心感と歯止めに繋がっている方もいるということには感心するばかりで

した。そして利用者が自殺する場面等を目の当たりにするナースがカウンセリングを受けられる体

制も整っており、感情疲労が常のこの職種を継続するうえでとても大事な体制であると思った。 

 また自分が知りたかった子どもの意思決定支援について、アメリカでは年齢を境に本人に告知を

すると聞いたが実際を質問したところ、多くが母親の意向が尊重されるため、そこには本人の意思

を尊重するスタンスはないとのことであった。10 代の敏感な時期に自分の体調と周囲の大人の様

子や自分が感じる不安などが入り混じり、亡くなっていくことに葛藤を抱える医師や支援者は多く、

答えは出ないながらも自分の中でも葛藤が残った。                      （河西真理子） 

「訪問看護」や「ホスピス」という言葉でも国が違えば内容や概念が違うものであるということに気

づいた。なごみホームは現地では Foster Home という分類に分けられており、アメリカでの低所得



19 

 

者向けの保険であるメディケイドを受給する人やホームレスに対して住む場所を提供しているという

ものだった。私は、なごみホームは介護施設、Nursing Home と思っていたのだが アメリカでは

Nursing Home はまた別であるということがわかった。Foster Home は日本にはない分類の施設で

あり寄附がメインで成り立っているようだった。ハワイの滞在先の周りでもホームレスがたくさんおり、

アメリカでの Foster  Home の必要性を感じることができた。 

 “ナビアン ホスピス ハワイ”というがんの利用者に対して看護師が訪問サービスを行っている

そうだが、日本の訪問看護に近いのかなと感じた。そこでは利用者に対する看取りケアやメンタル

ケアも含むケア全般が行われており、場合によっては ALS の方の尊厳死のサポートも行うとのこと

だった。同じ言葉や概念でもその内容が全く違っており調査や話をしていく時には、まずその概念

から合わせていく、確認していく作業が必要だなと強く感じることができ、今後文化の違うフィールド

で活動するための良い学びになった。                                      (荒木美穂) 

Nagomi Foster Home では、制度の枠にとらわれずに、目の前の人に自分ができることを考えて

いくことの大切さを学んだ。アメリカでは民間の保険に入ることのできない低所得の方や高齢者をメ

ディケイドやメディケアが支えているが、これらの保険を使用するには数か月単位での時間がかか

ることや、体調の悪い方はそれを待つ時間的猶予がない方がいると学んだ。保険の結果が出るま

での間、その人達を支えるために何か方法がないかと考えた結果、保険に頼らずに寄付を使用し

て運営をしていこうと思ったという発言に、「必要な支援を必要な人に届けるためには必ずしも制度

に添わなくてもいいのかもしれない」ということに気が付いた。日本は医療保険制度や介護保険制

度が整っているため、アメリカほど医療や介護に困窮している方は多くないのかもしれません。しか

し、制度の隙間に入ってしまうような支援者には、制度がないから支えられないのではなく、今ある

制度を工夫して活用できないか検討してみたり、自ら支援制度を作り出したりして、目の前の困っ

ている人を支えられるような前進力のある考え方が必要なのかもしれないと思った。  （根岸由依） 

最後を迎えるにふさわしい景色があった。日常がゆっくり流れていた。少人数であり個々のへ対

応ができていると感じた。しかし、運営側としては、自らも働き施設費用にしているなど金銭的な問

題もあると思う反面、寄付金があるなどアメリカらしさも目の当たりにした。 

安楽死について話題に上がった。特にＡＬＳの方で安楽死を選択する現状を知った。現在、私も

まさに ALS の方に多く関わっており、最後選択へのジレンマを抱いている。それは、本人の気持ち

も大切しつつも、意識がある中まだ動ける中での家族の心の整理・死を選択する気持ちの整理に

は、やはり、看護師のみならず、ホスピスチーム・ボランティアの方々のサポート体制が整っている

からこそ、できることだと思った。そこには勿論、金銭的負担が少ない日本の保険制度が大きく関わ

っていることも実感した。シャミナード大学での講義にもあったように【アドバンス・ケア・プランニン

グ】は日本でも進められており、私自身も実践しているものの、決断の難しさ感じている。やはり、最

後は精神的ケアが重要になるが、ゆったりとした環境・傾聴に専念できる環境の在り方など、環境

調整も必要があると感じた。                                （小口妃小江） 
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4) ホノルルフェスティバル 

(1) ホノルルフェスティバル概要 

ホノルルフェスティバルとは、日本各地のお祭りをはじめ文化・芸能並びに武道・スポ

ーツなど様々な交流を通じて、日本とハワイ、ひいては環太平洋諸国との親善の輪をよ

り大きく幾重にも築き上げ、世界平和に少しでも貢献することを目的とし、1995 年から開

催されているハワイ最大級の文化交流イベント。日本・ハワイを始めとして、アメリカ・メキ

シコ・イタリア・オーストラリア・韓国・台湾・ニュージーランド、ブラジルなどから約 4,000

名が参加する。 

(2) ホノルルフェスティバル日程表 

月日 第 29 回ホノルルフェスティバル 主なイベント予定スケジュール 

3 月

7 日

（金） 

09:00 - 13:00 

教育・交流プログラム 

オアフ島内の小中高校生を対象に、

ホノルル フェスティバルの展示物の

見学や、フェスティバルの参加者達と

の交流をはかっています。これは生

徒達にとって、異文化とふれあえる素

晴らしいチャンスです。フェスティバル

に出演するアーティストやパフォーマ

ー達と実際に会って興味深い実演を

見たり、話を聞いたりします。 

12:00 - 13:30 

ハワイ州知事主催歓迎昼食会 

19:00 - 20:30 

フレンドシップ・パーティー 

「フレンドシップ・パーティー」は、ハワ

イ及び世界各国の人々の友好と国際

親善を目的としています。踊りや歌の

エンターテイメント、そして食を通じ

て、多様な文化に触れるひとときをお

楽しみください。地元で人気のレスト

ランの味を一同に楽しめるというのも

大きな魅力のひとつです。 

フレンドシップ・パーティー開催により

集まる基金は、地元の学生達に国際

的な理解と意識を高めるための機会

や質の高い教育プログラムを提供す

ることに役立てられています。 
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3 月

8 日

（土） 

10:00 - 18:00 

ステージパフォーマンス 

日本、ハワイを始めとする環太平洋地

域からの参加グループによる伝統芸

能やパフォーマンスをお楽しみいた

だけます。 

10:00 - 18:00 

展示・実演 

各種展示・実演・ワークショップの他、

ハワイ地元の物産販売、部さん転倒

のクラフトフェアーを開催します。 

3 月

9 日

（日） 

08:00 -  

シスターイベント ホノルル・レインボ

ー駅伝 （EKIDEN）2025 

ハワイの市民運動会“ホノルル・レイン

ボー駅伝(EKIDEN)”が今年も開催さ

れます！ 

雄大なダイヤモンドヘッドを見渡すカ

ピオラニ公園をスタートし、ダイヤモン

ドヘッドロードを駆け上がり海が臨め

るルックアウト（展望台）付近で折り返

す１周５Km のコース設定は、ハワイの

大自然を身体いっぱいに感じることが

できる人気のコースです。  

10:00 - 15:00 

ステージパフォーマンス 

土曜日と同じ 

10:00 - 15:00 

展示・実演 

土曜日と同じ 

16:00 - 20:00 

グランドパレード 

ホノルル・フェスティバルのパレードに

は、ハワイ、日本、そして環太平洋の

国々からの参加があります。ハワイで

様々な国の伝統的なパフォーマンス

やお祭りを見ることができるまたとない

機会です。 

20:30 - 20:45 

長岡花火 

新潟県長岡市の平和を願う花火が、

今年もまたワイキキの空を彩ります。 

 

 

 

 

図表 11: ホノルルフェスティバル会場のハワイコンベンションセンター 
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(3) ホノルルフェスティバルブース展示の様子 

① 折り紙、塗り絵、ヨーヨー釣りのワークショップ 

折り紙や塗り絵を教えるワークショップを行った。 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図表 12: 子供たちや日系の方などが昔を懐かしんで、
参加してくださった。 

図表 13: 鶴や箱、手裏剣など折り紙を 

楽しまれた。 

図表 14: ヨーヨー釣りについても研修生がヨーヨー釣りの方法を英語で説明をし、 

子供たちを中心に楽しまれていた。 
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② プレゼンテーション・ポスター展示 

※研修生のプレゼンテーション資料は Appendix(p46)参照 

足を止めて興味を持って話しかけてくださったり、プレゼンテーションを見てくれる方も

多かった。また、現地の看護師をはじめとした医療関係者や高齢者がポスター展示に興

味をもって話しかけてくれた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) ホノルルフェスティバルでの学び 

訪問看護について興味がある方がとても多く、ブース展示場を訪問看護の申し込み場と思い、

話をして下さる方が何人も訪れたことから訪問看護の需要が多いことが分かった。訪問看護を利用

したい方が多くいらっしゃるのに、訪問看護の利用方法が分からない状況なのであると思った。 

日本人に対しアメリカで看護師を目指す人を募集していたり、またアメリカでの看護師試験につい

てハワイとニューヨークでは英語の試験がないことからも、得にアメリカの移住者が多い地域での看

護師不足の状況は深刻であると感じた。自宅に介護用のリフトを設置しなければ訪問看護を提供し

ないという話を交流の中で聞き、介護負担軽減方法とアメリカでの看護師の立場の強さが分かった。 

 「なぜハワイで訪問看護を提供しないのにここで訪問看護を紹介しているのか」という交流した

方からの質問を受け、日本の訪問看護をホノルルフェスティバルのブースで展示する意義を考えさ
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せられた。今回ブース展示を通し、アメリカの訪問看護の需給状況や様々な年代・職業の方と交流

ができ、私たちにとっては大きな利点を得られた。しかし、日本の訪問看護に興味を持って下さっ

た方々に、日本の訪問看護については紹介するのみであったので、日本の訪問看護で行ってい

る事を、現地の人々の為になるように考え、実際にブースで提供するなど訪れた方の利益を考えて

ブース展示をできたらなお良かったと思った。                            (ロメーロ 麻衣) 

2 日間ブース展示を行った。私たちは日本の訪問看護を広める目的として、プレゼンテーション

動画を上映したり、日本とアメリカの医療制度の違いのポスターを提示した。展示中に立ち寄ってく

ださった方から、ハワイの訪問看護についてさまざまな情報を得ることができた。ハワイでも訪問看

護サービスは提供されており、特に高齢者や慢性疾患を持つ方々のために利用されることが多

い。ハワイでは訪問看護を提供する機関やサービスも多岐にわたり、州の医療保険プログラム

(Medicaid)や民間保険でカバーされることが一般的である。しかし訪問看護ステーションの数は日

本と比べると少ない傾向にある。これはハワイの医療制度が主にホームドクター制度を中心に構築

されており、住民が主治医を選択し、必要な場合は医師が患者の自宅を訪問する形態として患者

のニーズに応じた医療サービスが提供されているからである。アメリカの看護師の業務は専門的に

分化しており、看護師(Registered Nurse(RN))は患者の診察、医師からの指示受け、処置や治療、

薬の投与などを行い、一方認定看護助手(Certified Nursing Assistant(CNA))が患者の身の回りの

世話を担当していた。                                                 (井手 佳菜) 

予想を超えて、多くの日系人や日本人の医療関係者が立ち寄ってくれて、様々な立場の方から

話を聴くことができた。看護師、家族が看護師の方、難病闘病中の方、起業家の方、どの方も訪問

看護に対する認識は違い、同じ国に住んでいてもそれぞれの立場から見えている景色は違うよう

に感じた。また看護師の地位が高くなり、一方で、貧困層は看護ケアを受けづらくなった状況を聞

き、専門性が高く医師と同等の地位ばかりに着目していたが、さらに医療における貧富の差が加速

してしまっていることに驚いた。日本人の看護師就職事情では、ハワイの医療機関は初めからレベ

ルの高い看護師を求めており、手元で育てていこうという認識がなく、日本での経験は計上され

ず、アメリカでの実務経験が評価されるとのことだった。反面、日本人の看護師がハワイで働くなら

個人的に雇いたいと希望される日系人が複数おり、日本の看護ケアの丁寧さ、質が求められてい

る状況も感じることができた。実際に見たことではなかったが、ハワイで暮らす人々が感じる医療や

日本の看護に対する認識、ニーズを直接聴く機会となった。日本の看護の素晴らしさにアメリカの

システムの良いところを追加したら、素晴らしい看護の発展につながるのではないかと思った。 

                                                  (河西 真理子) 

国を超えても看護師をはじめとする医療職のつながりがとても強いことを実感した。 看護師はも

ちろん医療系の学生や医師など様々な方がブースに興味を持ってくださりたくさん話すことができ

た。また一般の方も看護師だからということで話しかけてくださり、現状を教えてくださることが多か

った。特に印象に残っているのはアメリカで訪問看護師として働いていたという男性看護師の話だ

った。彼は過去にアメリカで一番忙しいという病院で働いており、給料は良かったが疲弊してしまい
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もっと患者のケアを大事にしたい、自分の生活を大事にしたいと思い訪問看護に転職した。しかし

訪問看護は一人の利用者に対して 10 分や 15 分の時間でバイタルサインを測定したり内服をして

もらうぐらいで、1 日何十人担当したり、もしくは時給制で、1 人の高齢者や障害者のケアに長時間

入るということがあったと話していた。日本とアメリカの保険制度の違いや訪問看護の違いについて

説明すると非常に驚いており、看護師や利用者にとっても良いものだと驚いていた。国が違えば 

利用制度や保険制度も違い、その上に成り立っている医療サービスや看護師の働き方も全く異な

るということを学ぶことができた。また、アメリカでは看護師がストライキを起こして労働環境の改善を

訴えたりすることも多く、主張や職位の強さに驚いた。その他にも色々な看護師や 一般の方と話

すことで日本と違うと思うところが多い反面 、同じだなと思うところも多くあった。これらのことは机上

で論文や調査などの書類を見ていてもわからないことであったので、現地で色々な人の話を聞くこ

とはとても重要であると感じた。今後もこのような研修があれば積極的に参加していきたいし、次に

本研修に参加される方たちにも得るものの大きさを伝え、背中を押したい。        (荒木 美穂) 

ホノルルフェスティバルのブース展示では、様々な方がブースに話をしに来てくださった。その

中で印象に残ったこととしては、受けられる支援に関しての情報に差異が多かったことだ。そもそ

もの保険制度の違いがあるため、看護師の行う支援についても違いがある前提だが、「看護師が

自宅に来てくれるなんであるのか。そんなの高くて使えるわけがない」と言う一般の方もいれば、

「看護師は保険を使って自宅に行くことができる。1 日 5 件くらい回っているよ」と話しをするアメリ

カの訪問看護師もいた。訪問看護について、受給側と提供側では、同じ認識を持っている方は

いなかったように感じた。ただし、老人ホームについては、受給側も提供側も同じような認識を持

っていたように思えた。一方で、老人ホームでは、入居金や月々の費用も莫大なお金がかかる

が、寝たきりになるようなことがあれば身銭をなげうってでも入所してもらうとの話を聞いた。ハワイ

では、寝たきりになったら、自宅で介護するということはあまりないように思え、最期は病院かもしく

は老人ホームで過ごすという認識であるように思えた。                      (根岸 由依) 

ホノルルフェスティバルは、現地の住民・看護師などが気軽に参加できる場であり、情報共有が

できよかった。特に、看護師のみならず医療に関わる企業をされている方なども多くおり、それぞれ

の思いを聞けたことがよかった。その中で、日本人の丁寧さ・保険制度（金銭的問題）に対し日本

は優遇されていると改めて感じた。 

 準備段階において、ヨーヨー・折り紙は呼び込み為の会場作りの一つであったが、「この展示は

何ですか」「なぜ今回出展しているのですか」と問われる場面があった。訪問看護としてのブース展

示とは少しかけ離れた印象を与え、「日本の医療制度・訪問看護とハワイとの違い」「日本の訪問看

護の魅力」を十分に伝えきれなかったことを実感し、展示の難しさを感じた。    (小口 妃小江) 

 ブース展示では様々な人が訪れる中で、思った以上に現地での依頼があった。「日本から来てく

れるの」「私の家族の相談をしたい」などの話がいくつかあり、ハワイでの訪問看護サービスの需要

を大きく感じた。しかし、日本の看護師免許だけではなく、ハワイで看護師をするならば追加の資

格の取得の必要性を知った。また、ハワイでの看護師免許の取得において、基礎教育が充実され
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ていたり、資格の更新が 2 年ごとであったりと制度自体の違いも知れた。また、現地の訪問看護を

している看護師とも話すことができて訪問単価が高く、訪問時間も初回以外はほぼ 30 分以内との

ことで収益性が非常に高いと感じた。訪問件数も、日本の訪問看護とほぼ同じくらいだが、売り上

げは何倍も違うことに、社会的な地位の違いが一つの理由とも思った。ハワイは日本語が通じる外

国だと思い込んでいたが、実際はほとんど日本語通じる場面はなくある程度の英語力が必要であ

った。一方で、現地で働く日本人としては、できなくてもなんとかなるという言葉もあり、どこで働くか

ではなく看護の内容で働くならば国外でも十分通用するのではないかと感じた。フェスティバルで

は我々の作ったスライドを見て日本の文化に興味を持って体験してくれる人など多くの方が来場さ

れた。そしてあっという間の 2 日間であった。実際に、現地の人と直接関わる機会があったフェステ

ィバルの展示はとても有意義な活動であったと思う。                       （朝倉 之基） 

 ホノルルフェスティバルではハワイ在住の人や日本から移住した人、他の国から観光に来た人、

ご家族に看護師のいる人など、交流をした方は皆、とても友好的に接してくださり、看護師という仕

事が世界で信頼を得ていると感じることができた。また、ヨーヨー釣りや折り紙のワークショップに

は、多くの人が参加してくださり、ワークショップを通じた交流もできた。しかし、モニターでのプレゼ

ンテーションの上映は、数秒程度見られるだけのことが多く、もっと視覚的にわかりやすく伝えてい

く工夫が必要だったと思った。訪問看護に興味のない人もフェスティバルで展示し、交流すること

で、いつか家族や自分に訪問看護が必要になった時に思い出してくれるきっかけや繋がりになると

良いなと感じた。ハワイやアメリカでの看護師や訪問看護師の話を聞き、日本との違いも知ることが

できた。またブース展示を通し交流する中で、英語をもっと理解して話すことができれば伝えたいこ

とも伝えられ、質問し詳しく知ることができたと後悔し残念に思った。今後は、日本でも外国の方も

増えていくため、英語でコミュニケーションをとれるように勉強をしたいと思った。  (冨田 のりこ) 

ホノルルフェスティバルで出会った、ハワイ在住の日本人女性に、「しばらくハワイにいる予定だ

が、アメリカにどんな介護生活の選択肢があるのか分からない。日本にいる母も今は元気だが、今

後どうしたらいいか」と相談された。アメリカでも訪問看護や日本人経営の施設があること、これを機

会にお母様とお話してみたらどうか伝えた。ハワイでは、介護に関する情報提供があまりなされて

いないのか、誰に聞けばいいのか分からない状態なのではないかと感じた。私の住む地域におい

ても、住民の方々が在宅療養をイメージし、医療やケアを選択できるような情報発信を模索してい

きたい。ブースの前に立っていると、各国の看護師さんが声を掛けてくれて嬉しく思った。国は違え

ど、「一緒に頑張ろう！」という気持ちになった。看板上に「WE♡NURSE」と大きく書いてあったの

で、声を掛けてくれる人が多かったのだと思う。日本の訪問看護について伝えたり、海外の仕事内

容等について教えてもらったり、違いを知ることが出来て面白かった。今回、興味を引いてもらえた

のは、「NURSE」という看護師を繋ぐワード、日本文化である折り紙、子どもが好きなヨーヨー釣りだ

ったように思う。なかなかブースの奥まで入って訪問中の写真を見てもらったり、モニターをじっくり

見てもらったりすることが少なくて残念だったが、ステーション紹介スライドを QR コードで何人か読

み込んでもらうことが出来ていたので良かった。                                (林 聖奈) 
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4. 各研修生の学び 

ハワイは、様々な人種・国・文化の人々が暮らしている環境である為、宗教・文化・その他多角

的視点から捉え、その人を理解して行く事が重要であると感じた。多様な文化社会であることか

ら、内面的な背景を捉えられるような学習プログラムがあり、精神面で支える環境が整っていること

が分かった。日々の業務の中で、利用者さんの文化背景などを考えて精神面も支えられるようア

セスメントしていきたい。 

 研修を通し、研修生と長い時間を共有でき様々な考え方に触れる事ができた。日本各地の訪問

看護ステーションについてや訪問看護の現状だけではなく、現在行っている活動にたどり着くまで

の思いや今後行いたい活動についてなど、ふとした瞬間の思いや長く時間を共有できたからこそ

聞けたお話があり、とても有意義だった。日本各地に訪問看護の仲間ができたことは、とても心強

くまた皆、様々な経験をされており、とても刺激になった。周りの訪問看護の状況を意識しなけれ

ば、他の訪問看護ステーションでの活動について、知ることがなかなかできず、孤独になりやすい

のだと思った。宿泊や食事などで長い時間を共有し、自由に考えを話し合えるような場がある今回

の研修は、とても良い経験になり、お互いに高められる機会になった。今回の研修で学びたい事

が次々と出てきたが、まずは家族や地域を大切にしようと改めて思った。所属事業所の利用者さ

んについて、育ってきた環境や大切に思っている事などに目を向け、多角的に身体面、精神面、

文化的背景などを捉えられるよう関わっていきたい。今後は、ビリーブメントケアについて自事業所

で提案し、在宅看護に関わる資格を取得することを考えている。            (ロメーロ 麻衣) 

ハワイではコミュニティのつながりが強く、助け合いの精神が根付いていた。この理由として多く

の教育機関や非営利団体が存在し、学生へのボランティア活動の機会を提供していることや、豊

かな自然環境と文化意識の保護への意識が強く、これらの保護活動に参加することが地域貢献と

認識されているからと考える。人種や経済的背景により健康格差が問題となっているハワイでもイン

フォーマルサービスが充実しているため地域全体で健康弱者を支えていることを学んだ。 

 自事業所では地域共生社会の実現に向けて暮らしの保健室やイベントを運営したり、施設にカ

フェを併設している。現在は看護師や介護士の常勤スタッフがボランティアとして活動することはあ

るが、地域住民のボランティアはほとんどいなことが課題であがっている。今後地域共生社会を進

めるにあたって日常的なボランティアを募り受け入れたいと考える。方法として、現在医学生実習、

看護学生実習を多く受け入れているため実習中に広報し依頼をかける。また看護学生の講師を引

き受けているため、授業中に広報する。ボランティア内容としては年 2 回程度、勇美財団の助成を

受けて開催するお祭りで、自事業所を地域住民に知ってもらったり、障害の子どもに楽しんでもらう

内容を一緒に企画して運営に携わる。他には普段から自事業所でのカフェの店員や利用者との話

し相手、レクリエーションを行う等を考えている。学生ボランティアスタッフには、カフェで勉強場所

の提供やフリーWi-Fi を提供し参加を促したいと思っている。                  (井手 佳菜) 

 自分の知らないハワイでの看護基礎教育、ナーシングホームの現状や現地で暮らす人々と直接

話ができたことは視野を広げ、改めて日本や自分の現場を振り返るよい機会となった。また一緒に
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参加したメンバーとのつながりは日本に戻れば全国に仲間ができたという宝となり、それぞれの場

所で大切にして実行していることなどにも刺激を受けている。 

 この研修を通して海外での訪問看護や現地の人からみたその国の医療やニーズを知ることは日

本の訪問看護や自分自身の成長のためには有益だと考えた。今回、実際の訪問看護の現場を見

られなかったため、別途、今回の研修生と定期的に海外視察に行くことを計画したいと思う。 

 世界へ日本の看護の魅力を伝える側にもなれるべく、自己を成長させていきたい、また訪問看護

を実践する上で、質の高いジェネラリストを目指していきたい。           (河西 真理子) 

現地での上記のような様々な学びも大変有用であったが、この研修での最も大きな収穫は一緒

に行った日本全国から集まった研修生との出会いと繋がりである。役職や立場は異なるが同じ訪

問看護師として集まり、準備の段階から自分にはない発想を持っている方がおられ視野が広がる

のが分かった。これからもこのつながりを続け、お互い持っている知識や経験を共有し利用者のケ

アに生かせるように勉強会を計画している。そこで得た知識を自身の職場や周りの看護師に共有

することで訪問看護の幅を広げていきたい。 

 また現地に行くことで、日本で思い描いていたアメリカの看護師像や訪問看護の体制について全

く想像もしていない事実や看護師の思いを知ることができた。やはり現地に行くことや自分の目で

確かめるということはとても重要であり、何よりも自分がとてもワクワクと心が踊っていることがわかっ

た。新しいことを知ることや挑戦することをやめずに進んでいく楽しさ、そこからの学びが周りに普及

してさらに発展していく良い循環を体感することができた。個人的なアクションプランとしては、

ELNEC を受講し、看取りや緩和ケアについての知識を身につけ、シャミナード大学の講義で聞い

た内容について理解を深めていきたい。また英語の勉強も進めて、海外の研修や調査に参加した

り、看護師として働き日本の看護を活かしながら、海外で看護師として働くということも考えるきっか

けとなった。                                             (荒木 美穂) 

 海外研修プログラムでは、新しい発見や今後の行動目標を立てることができた。まず 1 つ目は、

シャミナード大学の学びから事業所の看護の質の統一や向上に向けて、フィジカルアセスメントや

ACP などの事業所内研修や所外研修に参加することである。看護師の個々の背景に合わせて、

安心して訪問看護が出来るように、研修参加を勧めていきたい。 

 2 つ目は、Nagomi Foster Home とホノルルフェスティバルブース展示での学びから、保険で支援

しきれない方のインフォーマルなサポートを実施していきたいと思った。例えば、介護保険サービス

につながることのできない比較的元気な高齢者の話を聞く場としての「暮らしの保健室」の開催を

検討している。また、介護保険のサービス利用につながることができていても、その人のニーズに

合ったサービスがないこともあると予想される。例えば、軽度認知症の方のための支援があげられ

る。軽度の認知症は、ADL こそ自立しているため、介護保険サービスの利用にニーズがない方も

多いが、軽度だからこその悩みや不安があると考える。そのような方を支える支援も検討していきた

い。10 名の同期生のつながりを大切にこれからも訪問看護師として一生懸命頑張っていきたい。 

                                                    (根岸 由依) 
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 今回の研修自己目標の一つに「アサーティブコミュニケーション」を挙げていた。プログラムを通し

て、皆で意見を出し合い、価値観の違いなどを共有しながら、企画やプレゼンテーションなどを作り

上げたことで達成できたと思う。 

 私自身は、大学病院での看護・自宅への訪問看護・施設への訪問看護などを経験し、それぞれ

の看護における課題も目の当たりにしている。現在、高齢者を支えるために、自己の課題として、

「歩ける足」を大切にするための地域貢献を視野に入れた活動を考えている。そこでは、訪問看護

の中で、リンパ浮腫の専門性をアピールした活動も考えている。その際、世界と日本の違い・日本

の保険制度・日本人としても誇りを持った訪問看護師の育成・運営・実践に生かし、地域を巻き込

んだプレゼン力・発信力を持ち、成長していきたい。                   (小口 妃小江) 

 今回の研修での 1 番の学びは日本の看護は世界でも通用するということを実感したことであっ

た。シャミナード大学でのシミュレーションセンターの教育も大学の基礎教育で行われていてすご

いと思った。一方で、日本でも同じレベルで、基礎教育の後に教育・学習をしている。ただ、やはり

看護と向き合う姿勢はだいぶ違うのではないかと感じた。日本の看護大学は、例えば高価なシュミ

レーターを購入したり、そのトレーナーを採用するということは聞いたことがない。そういった基礎教

育の方針であったり、実際のトレーニングの場はもっと広がるべきである。自事業所でもできる限り

アメリカ心臓協会(AHA: American Heart Association)の救命処置などのコースも含めて研修を受

講する動線を作ると同時に、英語の学習をできる環境を提供しようと考えている。将来的には会社

の目標の一つでもある国外へ日本の看護を輸出するということを目指してハワイに拠点を作りたい

と考えた。また、日本の制度の範囲内でいかに賃金を高めて看護の業界的地位を高められるかを

考えて行動することで将来の看護師不足になった時でも事業が継続できるような仕組みを整えるこ

とは直近の最大の課題であると思っている。今回の経験と学びは私の経営者として看護師としての

視点を変えてくれた。これまで日本の高齢化はとか、先の人口統計がとかそういったことに目が向

きがちであったが、そういったことも含めて今の職員これからの生産年齢人口が働き続けるための

仕組みを考えることの方が社会に役立つのではないかと考えた。弊社の理念でもある看護で社会

に貢献するということをより意識して今後も在宅医療に邁進する所存である。  (朝倉 之基) 

ハワイ研修に参加し、日本からの研修生の方やハワイに住むバックグラウンドが違う様々な人と

交流し会話することで、広い世界を見て、刺激を受け、看護に対する視界が広くなった。さらに、研

修生の方は、皆とても行動力があり、学ぶ意欲も高く圧倒された。それぞれの地域で懸命に看護に

向き合い実践をされていて、積極的に学んでいく姿勢を見習っていきたいと思った。また、研修生

の方々の訪問看護事業所の特徴や話を聞き、それぞれ色んなことに挑戦をしており、私も今後今

回学んだ活動に挑戦していき、日々の看護に生かしていきたい。 

 今後に向けては、まずは訪問の対象を広げて幅広くケアができるようになりたい。そして興味のあ

る緩和ケアや認知症看護をもっと深く学んでいきたいと考える。次の活動としては、事業所内のカ

ンファレンス時に、ハワイ研修で学んだことを含め、研修の報告をしていく予定である。また、ハワイ

研修をきっかけに英語の勉強も始め、継続して取り組んでいきたい。          (冨田 のりこ) 
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 今回の研修で学んだことが 5 つある。1 つ目は、意思確認の大切さ。Weiss 先生の講義で、ACP

の文書に法的な効力があることや POLST の存在を知った。自訪問看護ステーションはがん終末

期の利用者さんが多いため、ACP をさらに身近なものにして、実施する機会を逃さないように関わ

っていきたい。2 つ目に、大学教育のレベルの高さ。学内の実習室を見学させてもらい、シミュレー

ター人形など実習機材がたくさん揃えてあった。安全な環境で難しい実習ができることは学生にと

って大きな学びに繋がると感じた。3 つ目に、日本の皆保険制度のありがたさ。米国では医療を受

けようとした時に、費用の問題で治療を諦める人が多いと知った。日本の国民皆保険制度は当たり

前のことではなく、安心して治療やケアを受けることができる素晴らしい仕組みであることを改めて

感じた。4 つ目に、情報発信の大切さ。ホノルルフェスティバルで、「アメリカでの介護にどんな選択

肢があるのか分からない。」という相談を受けた。私の住む地域においても、住民の方々が在宅療

養をイメージし、医療やケアを選択できるよう情報発信を模索していきたい。5 つ目に、訪問看護財

団や他ステーションの方々との交流や会話が刺激になったこと。他の事業所の方の働き方や志の

ようなものを肌で感じられたことがとても良い経験になった。今後、自訪問看護ステーションで自身

がどのように活動するかを考え直す機会にもなった。素敵な仲間に出会えたことに感謝し、仲間た

ちとの繋がりをこれからも大切にしていきたい。今後は、訪問看護師の役割や自訪問看護ステーシ

ョンの活動、海外研修の報告を看護学生に伝え、訪問看護師に興味を持ってもらえる機会を作り

たいと思っている。また、今回の海外研修で学んだことを富山県看護協会の広報に寄稿の予定で

ある。「住み慣れた地域で暮らすことをあきらめない！」、共に頑張りましょうという明るい未来が届き

ますように。                                             (林 聖奈) 
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コラム：タイ プリンス・マヒドン賞のサイドミーティング 

「コミュニティナース： 健康の公平性のためのハイテク＆ハイタッチアプローチ」 

 

 

プリンス・マヒドン賞での学びは２点ある。まず、松田先生との打ち合わせのミーティングで看護

学科の教授である松田先生でも日本の訪問看護についての理解が不足していたと話されていたこ

とである。同じ看護学という分野でもまだ訪問看護について普及できていないという現状を学ぶこと

ができた。私は所長として地域のイベントを開催して一般市民にも周知活動をしているが、同じ看

護分野にも普及をしていく必要を感じることができた。二つ目は、実際にタイの現状をカンファレン

スの中で知ることができ、訪問看護という分野に関して、介護・医療保険制度の中で発展してきた

日本の知見は他国での看護に活かすことができると実感できたことであった。同じく参加されたアメ

リカの教授がアメリカでの現状を発表されており、公衆衛生的な事柄や先進的な技術を使用するこ

とは他国の方が優れているかもしれないと感じた。しかし、生活に根差して専門的に看護展開して

いる日本の訪問看護については、他国にはない価値があると感じた。また、タイでの実践に関して

は地域包括のような仕組みは作られているが、看護師主導のステーションのような仕組みはまだな

く、看護の専門性を発揮するシステム作りは提供できると感じた。以上の 2 点から、他国の実践や

システムを理解することで、今後日本の訪問看護の知見を発信していく切り口を見つけていけるこ

とができると考える。そのためには、様々な展開を見せている日本の訪問看護の現場の実践を日

頃から言語化しておき、それをもとに他国とのディスカッションを通して、日本の丁寧で発想力のあ

る実践を発信していくことが求められると思う。   (高田雄貴) 

～プリンス・マヒドン賞カンファレンス サイドミーティング概要～ 

プリンス・マヒドン賞は、公衆衛生分野で功績を遺したタイ王子

の名をとった賞で、「公衆衛生」と「医学」の賞がある。授賞式に

伴い、2007 年よりバンコク市で毎年国際会議が開催される。今

回はプリンス・マヒドン賞カンファレンスのサイドミーティングにて

日本の訪問看護を報告する機会を得たため、その学びについ

て記載した。 

<サイドミーティングテーマ> 

コミュニティナース： 健康の公平性のためのハイテク＆ハイタッ

チアプローチ 

<サイドミーティング開催日時> 

2025 年 1 月 29 日 14:00-17:30 

東都大学松田正己先生によりプリンス・マヒドン賞にて、日本の訪問看護の実際についての 

スピーチ依頼があり、海外研修生の高田雄貴さんに発表頂いた。 
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おわりに ～早野先生より総括～ 

今回の研修では、現地わずか３日という短い研修期間にも関わらず、ホノルルフェスティバルに

おける市民レベルでの訪問看護に関するコミュニケーションと交流、大学における緩和ケアに関す

る体系的な講義、Nagomi Foster Home というホスピスケアの現場と、タイプの異なる訪問看護、在

宅ケア、終末期ケアを学ぶことができました。 

最初からそれらを繋ぐことを意図したものではありませんでしたが、結果的に、研修初日にシャミ

ナード大学の講義で学んだことが、Nagomi Foster Home 訪問で学んだの現場の状況やフェスティ

バルを訪問してくれたナースプラクティショナーの仕事などで裏付けられたことは大きな収穫となっ

たのではないでしょうか。学びがすべてつながっていったことは本当に幸いだったと思います。この

短い期間にこれだけ多くのことを学べたのは、財団の方々の努力と研修生皆さまの積極的な学び

の姿勢があったからだと思います。 

また、このプログラムに参加されることにより、普段親しく言葉を交わす機会がない方々、出会え

なかったかもしれない日本の各地で訪問看護、在宅ケアに尽力される方々とお互いに知り合いに

なれたこと、さまざまな情報交換ができたことも、このようなプログラムだからこその利点ではないで

しょうか。皆さまが今後も繋がっていくことによって、また新たな展開が見られるのではないかと予感

します。さらに、外に出たことで、また他のステーションの方々と交わることで、日本の訪問看護、そ

して自身の訪問看護ステーションの看護の有りようについて、新たな気づきや振り返りができたので

はないかと思います。 

ただ一つ、海外の医療や文化などについての学びを他の人に語るときに留意しておいていただ

きたいことをお伝えしたいと思います。それは、そこで学んだことはあくまでも自分が経験した範囲

内でのことで、その国や地域の医療や文化について一般化できるものではないという視点をもつこ

とが大切だということです。同様に、今回アメリカで出会った人々や医療職の方々の話から多くの

刺激を受け、多くの学びがあったと思いますが、それはあくまでもその方々の経験の範囲内でのも

のであって、アメリカの看護や文化、ハワイの看護や文化として「アメリカではこうだ」「ハワイではこう

だ」と一般化できるものではないかもしれないという視点を忘れないでいただきたい、それをお伝え

しておきたいと思います。 

最後に、この研修を計画して実施するまで、財団の方々が非常に多くの時間と労力を割かれた

ことは想像に難くありません。そのご尽力に心からの敬意を表したいと思います。 

また、研修生の方々も、仕事で忙しい中を、複数のワークショップに参加しながら、個別にスライ

ドの準備もするという作業に取り組むのはさぞ大変なことだっただろう思います。海外へ行くのにか

かる時間を捻出するのも、仕事や家族との調整などもとても大変だったに違いありません。さまざま

な困難を乗り越えて、このようなプログラムに参加し学びを深めたいというその意欲とエネルギー、

日本の訪問看護をより質の高いより良いものにしたい、コミュニティに貢献したいというその強い思

いに深く感銘を受け、研修生の皆さまの今後の活躍に大きな期待を寄せていることを申し添えてお

きたいと思います。 

 

早野真佐子 

医療福祉ジャーナリスト／ 

東京医療保健大学国際交流プログラムアドバイザー 
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Appendix 1 

ワークショップ資料 
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Appendix 2 

英語プレゼンテーション 

資料 
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Appendix 3 

ホノルルフェスティバル 

展示ポスター 
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